
会席料理3,500円より
飲み放題プラン有ります

旬 和食酒房 けやき
℡ 0296-23-3323
筑西市乙 841

～パート募集中～
一日３～５時間・週４日程度
お気軽に問い合わせください。 少人数制　キッズハウス保育園

筑西市小川 1391-549
電話  0296-28-5425

「知育 体育 徳育」それぞれをバランスよく育みます

会席料理ご予約で会席料理ご予約で
皆様に！ 10名様以上で！

けやき特製けやき特製
ぽん酢ぽん酢

けやき食事
券

けやき食事
券

3,000円
分

3,000円
分

（1月31日まで）（1月31日まで）

２

【
焼
却
禁
止
の
例
外
】

❶
た
き
火
程
度
の
落
ち
葉
、
木
の
枝
等
の
軽
微
な

焼
却
（
キ

ン
プ
フ

イ
ヤ

等
）

❷
農
業
、
林
業
を
営
む
う
え
で
や
む
を
得
な
い
焼
却

❸
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
焼
却
（
ど
ん
ど
焼
き
等
）

❹
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

❺
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
又
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

※
例
外
❶

❺
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
庭
先
の
た
き
火
等
の
場
合

で
も
、
悪
臭
や
煙
等
で
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
く

る
よ
う
な
場
合
は
、
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

風
向
き
等
を
考
え
、
民
家
等
に
煙
が
い
か
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
や
炎
が
上
が
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
消
防
署
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
法
律
で

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

問い合わせ
●
県
西
県
民
セ
ン
タ

環
境
・
保
安
課　

野
焼

き
・
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
フ
リ

ダ
イ
ヤ
ル
）
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●
環
境
保
全
課　

内
線
４
２
７・４
２
８

●
休
日
、
夜
間
で
緊
急
の
場
合
…

筑
西
警
察
署　

☎
24

－

０
１
１
０

　

「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙
く

て
困

て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
市
役
所
に

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を

構
造
基
準
を
満
た
さ
な
い
家
庭
用
焼
却
炉
、

ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ

ク
等
で
作

た
囲
い
、

地
面
を
掘

た
穴
等
で
野
外
焼
却
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
は
、
煙
、
す
す
、
悪
臭
等
に

よ
り
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
有
害
物
質
を
発

生
さ
せ
、
人
の
健
康
や
生
活
環
境
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
火
災
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
家
庭
の
ご
み
は
分
別
を
し
て
集
積
所
に

出
し
ま
し

う
。

　

ご
み
の
違
法
な
焼
却
行
為
に
対
し
て
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
又
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。（
法
人
に
対
し
て
は
、
３
億
円
以
下

の
加
重
罰
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖

房
器
具
等
の
火
気
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
昨
年
１
年
間
で
火
災
が
53
件
発

生
し
て
い
ま
す
。（
建
物
火
災
37
件
・
車
両
火
災

８
件
・
そ
の
他
火
災
８
件
）
今
年
も
、
11
月
15

日
現
在
で
36
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
、
火
災
か

ら
貴
重
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し

う
。

　

た
き
火
が
原
因
に
よ
る
火
災
は
、
市
内
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
火
が
消
え
た
と
思

て
そ

の
場
か
ら
離
れ
、
実
は
消
火
が
不
十
分
で
、
風

に
乗

た
火
種
が
建
物
に
着
火
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
例
外
的
に
た
き

火
等
を
行
う
場
合
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
目

を
離
さ
ず
、後
始
末
を
し

か
り
し
ま
し

う
。

　

火
災
発
生
時
は
、

早
期
発
見
・
通
報
が

重
要
で
す
。

　

火
災
を
発
見
し
た

ら
、
迷
わ
ず
、
す
ぐ

に
１
１
９
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

■
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た

■
た
き
火
に
よ
る
火
災
に

注
意
し
ま
し

う

■
も
し
も
火
災
を
発
見
し
た
ら
…



３

エ
リ
ア
拡
張
の
お
知
ら
せ

エ
リ
ア
拡
張
の
お
知
ら
せ

支線

ケーブルテレビの
光ファイバー

電話線

光ファイバー敷設工事に伴う電柱使用承諾・支線承諾のお願い光ファイバー敷設工事に伴う電柱使用承諾・支線承諾のお願い

筑
西
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

筑
西
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

既に開局済みのエリア

新しく拡張するエリア

筑西ケーブルテレビ

筑
西
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ

ビ
ス
エ
リ
ア
が
、
来
年
夏
に
下
館
駅
南
側
及

び
関
城
地
区
へ
広
が
り
ま
す
。

市
で
は
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
地
域
の
情
報
格
差
の
解
消
に
努
め
、
行

政
や
地
域
間
の
交
流
、
世
帯
間
・
団
体
間
の
交
流
等
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内

全
域
の
高
速
ブ
ロ

ド
バ
ン
ド
の
普
及
を
目
的
に
、
筑
西
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

出
資
し
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
エ
リ
ア
拡
張
に
よ
り
、
筑
西
市
内
の
約
６
割
の
世
帯
（
約
２
万
１
千

世
帯
）
で
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
筑
西
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
行
事
、
お
店
紹
介

等
、
ま
ち
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
番
組
や
、
市
議
会
中
継
・
選
挙
速
報
等
の
行

政
に
関
す
る
番
組
、
地
上
・
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
等
の
視
聴
、
ま
た
、
高
速
イ
ン

タ

ネ

ト
、
固
定
電
話
な
ど
の
サ

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
に
は
、
申
込
み
と
工
事
、
月
額
利
用
料
金
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

詳しくは筑西ケーブルテレビまでお問い合わせください。

筑西ケーブルテレビ　フリーコール　☎０１２０－０９－１８１１問い合わせ

　ケーブルテレビの光ファイバーケーブルは、市民のみなさんが所有する土地に設置された東京電力や
ＮＴＴの電柱をお借りし敷設していきます。
　電柱の使用に対し、12月から電柱使用承諾や支線承諾のお願いでケーブルテレビスタッフがみなさ
んのお宅へ訪問させていただくことがありますので、ご協力をお願いします。
　なお、ケーブルテレビの光ファイバーケーブル敷設工事は、平成26年４月頃から実施する予定です。

■支線工事…電柱の補強に関わる地支線の設置工事です。工事が必要な電柱の地権者には、
ケーブルテレビよりご協力のお願いでお伺いさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いします。

■幹線工事…既存の電柱（東京電力・ＮＴＴ）に設置された電力線と電話線の
間にケーブルテレビの光ファイバーケーブルを敷設します。電柱位置によっては
みなさんの土地の上空にケーブルが敷設される場合がありますが、あくまでも既存
の電力線の下に敷設いたします。
　電柱地権者には光ファイバーケーブルの敷設前に、ごあ
いさつと電柱使用のお願い（承諾）でお伺いさせていただ
きます。



秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
顕
彰

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
顕
彰

４

　

長
岡
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
下
館
市

消
防
団
に
入
団
。
昭
和
48
年
消
防
団

班
長
、
昭
和
60
年
に
部
長
、
平
成
13

年
４
月
か
ら
16
年
３
月
ま
で
下
館
市

消
防
団
分
団
長
と
し
て
44
年
間
に
亘

り
消
防
防
災
活
動
に
専
念
し
、
災
害

現
場
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
平
成
10
年
に
、
水
難
事
故
で
高

齢
者
を
救
助
し
、
芳
賀
地
区
広
域
消

防
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
印

象
に
残

て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
を
続
け
ら

れ
た
の
は
、
市
民
の
命
と
財
産
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
と
、
家
族
の
支

え
が
あ

て
か
ら
こ
そ
や

て
こ
ら

れ
た
と
思

て
い
ま
す
。
今
回
の
受

章
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
」。

　

飯
田
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
境
警
察

署
に
配
属
。
そ
の
後
、
旧
下
館
警
察

署
、
水
戸
警
察
署
、
結
城
警
察
署
な

ど
に
勤
務
し
、
平
成
12
年
下
妻
警
察

署
で
警
部
補
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
支
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
い
つ
も
正
義
感
を
持

て
業
務

に
当
た

て
き
ま
し
た
。
こ
の
土
地

に
住
ん
で
20
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
犯
罪
防
止
や
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

警
察
官
と
し
て
38
年
間
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
も
、
家
族
の
支
え
が
あ

て
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
す
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　

平
成
25
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
顕
彰
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
、
瑞
宝
単
光
章
に
２
人
、
緑
綬
褒
章
に

１
団
体
、
ま
た
、
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
に
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

✿
瑞
宝
単
光
章

元
下
館
市
消
防
団
分
団
長

　　長岡　清さん　
 77 歳・乙（富士見町）

✿
瑞
宝
単
光
章

　飯田　文夫さん　
 71 歳・門井

元
県
警
部
補

　

野
ば
ら
の
会
（
菅
原
彰
子
代
表
）

は
、
昭
和
57
年
４
月
の
結
成
か
ら
、

31
年
に
亘
り
、
市
内
の
視
覚
障
害
者

へ
小
説
や
広
報
筑
西
な
ど
を
音
声
で

伝
え
た
り
、
０
歳
か
ら
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
し
た
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
い
、
特
に
視
覚
障
害
者
へ
の
支

援
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

「
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
障
害

者
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」。
　

✿
緑
綬
褒
章

「野ばらの会」のみなさん

朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ア

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
「
も
の
づ

く
り
」
に
直
接
従
事
し
、
特
に
優
秀

な
技
術
・
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指

導
・
育
成
等
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

と
し
て
、
渡
辺
久
男
さ
ん
が
、
優
秀

施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
設

マ
ス
タ

）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、昭
和
45
年
に
（
株
）

巴
コ

ポ
レ

シ

ン
（
小
山
市
）

に
勤
務
し
、
長
年
鉄
鋼
構
造
物
の
建

設
に
携
わ

て
き
ま
し
た
。

　

「
橋
梁
工
事
に
数
多
く
関
わ
り
ま

し
た
が
、印
象
に
残

て
い
る
の
は
、

平
成
20
年
か
ら
関
わ

た
ス
カ
イ
ツ

リ

の
建
設
で
す
。技
術
の
継
承
は
、

『
自
分
が
や

て
、
自
分
が
試
し
て
』

を
モ

ト

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

✿
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

　渡辺　久男さん　
 61 歳・折本

鋼
構
造
物
優
秀
施
工
者
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ひとり暮らしの生活の中で、自分を
見つめてみませんか？

自立に向けた支援をします。

５

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）の

施
術
を
受
け
る
人
へ

　

近
年
、
一
部
の
柔
道
整
復
師
に
よ
る
療
養

費
の
水
増
し
請
求
等
に
つ
い
て
新
聞
等
で
取

り
上
げ
ら
れ
大
き
な
社
会
問
題
と
な

て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
施
術
部
位
の
付
け
足

し
や
日
数
の
割
増
し
な
ど
に
よ
る
請
求
で
す
。

　

療
養
費
の
適
正
受
診
を
図
る
た
め
、
柔
道

整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
と
き
に
は
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内
容
（
疾
病
名
、

施
術
日
数
、
金
額
）
を
よ
く
確
認
し
て
、
必
ず
自

分
で
署
名
し
ま
し

う
。

■
長
期
間
の
施
術
で
も
痛
み
が
続
く
場
合
は
、
内

科
的
な
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し

う
。

■
保
険
証
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し

う
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

！
国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
ね
が
い

！
　
受
診
記
録
を
つ
け
た
り
、
領
収
書
を
保
管
し
た

り
し
て
、
医
療
保
険
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費

国保が使えない場合×
×疲労や年齢からくる肩こりや腰
痛、体調不良など
×スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛
×脳疾患後遺症などの慢性病や、症
状の改善が見られない長期の施術
×神経痛・リュウマチ・関節炎・ヘ
ルニアなど病気が原因の痛みやこり
×病院など保険医療機関で治療中
のもの
×労災保険が適用となるもの

か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し

う

　

自
宅
や
職
場
の
近
く
と
い

た
、
通
い
や

す
い
場
所
の
診
療
所
や
医
院
を
「
か
か
り
つ

け
医
」
に
持
つ
と
、
自
分
や
家
族
の
健
康
管

理
の
心
強
い
味
方
に
な

て
く
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と

で
健
康
状
態
を
把
握
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

医
師
と
の
信
頼
関
係
も
築
き
や
す
く
、
き
め

細
や
か
な
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
検
査
や
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
適
切
な
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

受
診
す
る
と
き
は
「
ま
ず
は
か
か
り
つ
け

医
」
が
基
本
で
す
。

かかりつけ医のメリット
●待ち時間が短く、診療時間は長い。
●家の近くでかかれば、同じ医師に、
家族ぐるみで診てもらえる。
●自分や家族の病歴や体質を継続的に
診ている。
●高度な医療が必要となった場合、紹
介状とともに、適した専門医や病院を
紹介してもらえる。
●定期健診などの結
果を報告すれば、生活
改善への適切なアド
バイスを受けられる。

問
い
合
わ
せ医

療
保
険
課　

内
線
２
３
６

国保が使える場合

挫傷（肉離れ）
骨折・脱臼の応急手当て
医師の施術同意書がある場合

の骨折・脱臼
ねんざ
打撲

通
知
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。（
後
日
、
国
保
か
ら
施
術
日
や
施
術
内
容

を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
医
療
費
の
適

正
化
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


